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「（仮称）町田市子どもにやさしいまち条例」の周知に向けた 

広報物について 
 

１ 条例の普及・啓発活動に関する基本的な考え方 

 

 

 

知ってもらう 

 すべての市民に、条例の制定と趣旨について知ってもらう。 

 簡単に読めるリーフレットを作成し、啓発イベントや目に触れやすい場所で配布、

配架を行う。 

 

理解してもらう 

 子どもや子どもにかかわりの深い大人に、「子どもの権利」や「大人の責務」に 

ついて理解してもらう。 

 副読本や逐条解説を作成し、市内の学校の授業や大人向けの研修・講座で活用 

する。 

 

実践してもらう 

 子どもと関わりが深い大人に、条文をわかりやすく解説した副読本や逐条解説を 

作成し、理解してもらい、「子どもの権利」を守る取組を実践してもらう。 

 

 

２ 広報物のイメージ（案） 

広報物 仕様 考え方 対象 

リーフレット ４ページ程度のチラシ 知ってもらう 子ども、大人 

副読本 ２０ページ程度の小冊子 
理解してもらう 

実践してもらう 
子ども、教職員 

逐条解説 ３０ページ程度の冊子 
理解してもらう 

実践してもらう 
大人 

動画 検討中 知ってもらう 子ども、大人 

その他 検討中 知ってもらう 幼児～小学校低学年 
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感じてもらう 知ってもらう 理解してもらう 実践してもらう
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３ 広報物のページ割（案） 

（１）リーフレット 

①小学生向け（小学３年生～６年生を対象） 

ページ数 掲載内容 

１  条例概要 

２ 
 子どもの権利（全体） 

 子どもの権利（生きる権利・育つ権利） 

３ 
 子どもにやさしいまち 

 子どもの権利（守られる権利・参加する権利） 

４ 
 子どもと大人の関わりのイメージ 

 相談先 

※ すべての漢字にふりがなをつける表記とする。 

 

②中高生向け（中学１年生～高校３年生を対象） 

ページ数 掲載内容 

１ 
 条例概要 

 子どもの権利（４つの権利） 

２ 
 子どもにやさしいまち 

 子どもの権利（生きる権利・育つ権利）と大人の責務 

３ 
 子どもの権利（守られる権利・参加する権利）と大人の責務 

 参画の次のステップ「実現」 

４ 
 子どもと大人の関わりのイメージ 

 相談先 

 

③大人向け 

ページ数 掲載内容 

１ 
 条例概要 

 大人の責務 

２・３ 

（見開き） 

 子どもにやさしいまち 

 子どもの権利 

 大人の責務 

４ 
 条例、子どもにやさしいまちの構成（体系図） 

 相談先 

  



３ 

（２）副読本 

ページ数 掲載内容 

表紙 （タイトル）みんなで学ぼう 町田市子どもにやさしいまち条例 

目次 
 目次 

 この副読本の使い方の説明 

１  条例概要（権利、条例の説明） 

２  条例概要（子どもの権利条約） 

３  子どもと大人の関わりのイメージ 

４ 
 町田市子ども憲章 

 子どもにやさしいまちづくり事業 

５  条例制定過程 

６  条例の構成 

７  前文 

８  子どもの権利（生きる権利、育つ権利） 

９  子どもの権利（守られる権利、参加する権利） 

１０  ワークシート（子どもの権利） 

１１  大人の責務 

１２  子どもの権利の保障の推進 

１３  施策の推進 

１４  参画の次のステップ「実行」 

１５  居場所 

１６  人権尊重 

１７  相談先 

１８ 

（裏表紙） 

 氏名記載欄 

※ ８～１０ページのイメージは、資料１１参照 


